
 

 

遺跡の保存技術確立に向けた連携研究事業総括シンポジウム・奈良文化財研究所保存科学研究集会 

「遺構の保存と活用に関する新たな展開」 開催要項 
 

１ 目  的 

 発掘調査により検出された遺構そのものを展示する「露出展示」は、遺跡来訪者に対して遺構の価値を直接

的に伝えることができる効果的な展示手法として知られます。しかし、露出展示遺構は周辺の気象条件や環境

変動の影響を受けることから深刻な劣化が生じた事例もあり、その整備手法の確立は全国の遺跡に共通する重

要な課題となっています。 

 こうした状況を踏まえ、令和元年度に福井県は国立文化財機構奈良文化財研究所と連携研究協定を締結し、

一乗谷朝倉氏遺跡のみならず国内外の遺跡および名勝の保存と活用に資することを目的に、遺跡の保存技術確

立に向けた調査・研究を推進してまいりました。 

 本会は、これまでの連携研究の成果を総括するとともに、今後の遺跡の保存と活用について多様な視点から

議論することを目的とし、福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館と奈良文化財研究所が共同で開催いたします。 

 

２ 会  期  

  令和８年１１月１４日（土）・１１月１５日（日） 

１日目：１３：００～ 研究発表・パネルディスカッション 

１７：５０～ 情報交換会 

２日目：  ８：３０～ 現地検討会 

 

３ 場  所 

１日目：研究発表 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館 分館 講堂(あさみゅーホール) 

情報交換会 同上 

２日目：現地検討会 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館・特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡 

 

４ テ ー マ   「これからの遺構の保存と活用を考える」 

 

５ 主  催   福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館・国立文化財機構奈良文化財研究所 

 

６ 申込定員   ８０名 

 

７ 対 象 者 

 （参加資格） １）国・地方公共団体もしくはそれに準ずる団体に所属する文化財担当職員 

   ２）日本文化財科学会、文化財保存修復学会等の関連学会の会員 

   ３）関連分野を専攻する大学生・大学院生 

 

８ 申込方法   以下のリンク先の申込フォームより、研究発表会（１日目）、情報交換会（１日目）、現地

検討会（２日目）の申し込みをお願いいたします。現地検討会のみの申し込みは受け付け

ておりません。 

  （申込フォーム） https://e9cbd0f5.form.kintoneapp.com/public/nbk-symposium-hozon2026 

※なお、申込多数の場合は抽選とさせていただきます（抽選結果は９月下旬頃通知）。 

抽選結果に関するお申し出にはお応えできかねます。 

 

９ 申込期限   令和８年９月１８日（金）１７：００まで 

 

https://e9cbd0f5.form.kintoneapp.com/public/nbk-symposium-hozon2026


 

10 参 加 費   情報交換会以外の参加は無料 

情報交換会 ５，０００円 

※当日現地支払い（現金のみ・事務局発行の領収書あり） 

※情報交換会終了後、福井市少年自然の家・福井駅へのバス送迎をご用意しています。 

 

11 そ の 他   （１）交通アクセス 

１日目の研究発表会会場へは、福井駅から以下の電車・バスをご利用いただけます。 

【電車】 

    ・ ９：２２発 福井駅発（JR九頭竜線・九頭竜湖行）→ ９：４０着 一乗谷駅着 

   【バス】 

    ・１０：４０発 福井駅発（京福バス・６２一乗谷東郷線・浄教寺行） 

    →１１：０４着 一乗谷朝倉氏遺跡博物館前 

    ・１２：００発 福井駅発（京福バス・６２一乗谷東郷線・鹿俣行） 

    →１２：２４着 一乗谷朝倉遺跡博物館前着 

    ・１２：０５発 福井駅発（京福バス・５９大野線（あさくら水の駅経由）・ヴィオ行） 

    →１２：２７着 一乗谷朝倉遺跡博物館前着 

【車】 

お車でお越しの方は、博物館本館駐車場に駐車をお願いいたします（下図参照）。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）宿泊 

同日に福井県内において大規模な音楽イベントが予定されているため、福井駅周辺の

宿泊施設の料金が高騰しており、宿泊先の確保が難しい状況となっております。つきまし

ては、事務局にて、福井市少年自然の家(福井市脇三ケ町６６−２−１０)を斡旋しておりま

すので（１室８～10名の相部屋となります）、利用をご希望の方は申込フォームよりお申

し込みください。なお、福井市少年自然の家への宿泊は、宿泊施設への送迎及び宿泊施設

の受付の都合上、情報交換会に参加される方に限らせていただきます。 

 宿泊費用（1,500円程度）は、当日会場受付にて情報交換会費（5,000円）とあわせて

集金いたします。なお、福井市少年自然の家は団体利用を原則としているため、個人宛の

領収書の発行ができません。あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。 

 

12 問い合わせ先   シンポジウム開催事務局（福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館内） 

担 当：渡邊、下見、藤井 

〒910-2151 福井県福井市安波賀中島町８－10 

Ｔｅｌ： ０７７６－４１－７７００ 

E-mail： h-watanabe-e5@pref.fukui.lg.jp 

     ↑博物館本館駐車場位置図 



 

 

遺跡の保存技術確立に向けた連携研究事業総括シンポジウム・奈良文化財研究所保存科学研究集会 

「露出展示遺構の保存と活用に関する新たな展開」 日程 
 

第１日目（研究発表・パネルディスカッション・情報交換会） 

１１月１４日（土）会場：福井県立一乗谷朝倉氏遺跡博物館分館 あさみゅーホール  

１２：３０～１３：００  受付 

１３：００～１３：０５ 開会挨拶 本中 眞（奈良文化財研究所 所長） 

１３：０５～１３：１０ 趣旨説明 藤井 佐由里（一乗谷朝倉氏遺跡博物館 主査（学芸員）） 

１３：１０～１３：３５ 研究発表１「露出展示遺構の保存における環境制御の重要性（仮）」 

             脇谷 草一郎 氏（奈良文化財研究所保存修復科学研究室 室長） 

１３：３５～１４：００ 研究発表２「覆屋を活用した温湿度環境制御と塩害抑制効果」 

   髙取 伸光 氏（京都大学大学院工学研究科 助教）   

１４：００～１４：２５ 研究発表３「博物館における埋め戻しを用いた遺構の展示手法」 

   藤井 佐由里 

１４：２５～１４：４０ （１５分休憩） 

１４：４０～１５：０５ 研究発表４「エポキシ樹脂を用いた石製遺構の接着とその効果」 

                     藤田 若菜（一乗谷朝倉氏遺跡博物館 主任（文化財調査員）） 

１５：０５～１５：３０ 研究発表５「コンクリーション化と遺跡保存への応用」 

             吉田 英一 氏（名古屋大学博物館 館長） 

１５：３０～１５：４５ （１５分休憩） 

１５：４５～１６：４５ パネルディスカッション「これからの遺構の保存と活用を考える（仮）」 

              コーディネーター：柳田 明進 氏（奈良文化財研究所 主任研究員） 

              パネラー：発表者５名、大竹 桃子（一乗谷朝倉氏遺跡博物館 主査（学芸員）） 

１６：４５～１６：５０ 閉会挨拶（一乗谷朝倉氏遺跡博物館 館長・湯川 直） 

１７：３０～１９：３０ 情報交換会 

   会場：一乗谷朝倉氏遺跡博物館分館 あさみゅーホール 

１９：４５発  希望者・宿泊者送迎 

    （一乗谷朝倉氏遺跡博物館 ⇒ 福井市少年自然の家 ⇒ 福井駅） 

 

第２日目（現地検討会）※バス移動 

１１月１５日（日）視察先：①一乗谷朝倉氏遺跡博物館 ②特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡 

 ８：００～ ８：３０ 受付（福井駅東口ロータリー） 

 ８：３０～ ９：１５ 移動（福井駅 ⇒ 福井市少年自然の家 ⇒ 一乗谷朝倉氏遺跡博物館） 

 ９：１５～１２：１５ 一乗谷朝倉氏遺跡博物館・特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡 視察 

１２：１５～１２：２５ 解散式（一乗谷朝倉氏遺跡博物館分館駐車場） 

１２：２５発  希望者送迎（一乗谷朝倉氏遺跡博物館 ⇒ 福井駅） 

１２：５０着      福井駅にて解散 

 


